
もんちゃん物語
ものがたり

 
    

もんちゃんは、モンシロチョウ   

の子どもです。５月５日にキャベ  

ツ畑で生まれました。           

 

 

はじめは、１ミリメートルくらいの大きさ

の黄色いたまごでした。キャベツの葉
は

のう

らにしっかりついていました。 



５月９日にたまごからあおむしのもんちゃんが

生まれました。モンシロチョウなどのよう虫は「あ

おむし(青虫)」といいます。 

大きさは、２ミリメートルぐらいです。すごく小さ

いです。生まれてすぐにおなかがすいていたもん

ちゃんは、自分が入
はい

っていたたまごのからをたべてしまいました。   

それから、もぐもぐとキャベツの葉をたべはじ

めました。  あおむしのたべ物も のはアブラナ科か のキ

ャベツ、コマツナ、ダイコン、カブの葉です。みな

さんもよくたべますね。このほかに、ナズナ、イヌ

ガラシ、セイヨウフウチョウソウ、キンレンカをた



べます。この中でキャベツがあおむしの一番ば んすきなたべ物だそうで

す。 

   もんちゃんがキャベツの葉をたべているところを大きくして見てみ

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

ここが目だよ。 



  もんちゃんは、かわをぬいでど

んどん大きくせいちょうしていき

ました。４回かわをぬいで３セン

チメートルぐらいになりました。  

 

そして、５月２８日にとうとうじっとうごかな  

くなりました。白いいとのようなもので、自分の   

体をはこにくっつけました。 

 

 

 

 もんちゃんがぬいだかわです。 



                       ５月２９日には、体の形がすっ 

かりかわっていました。もんちゃ 

んは、とうとうさなぎになってし     

まいました。 

 

 

 

 

 

ここにいるこのさなぎが、もんちゃんです。もんちゃんが、ぶじに

モンシロチョウになることができるようにみんなでおうえんしてね。 



もんちゃんは、さなぎになって１しゅうかんじっとしていました。 

ところが６月５日のことです。さなぎのもんちゃんの体をよく見

ると、もようや目のようなものが見えたのです。 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                      

                       

 

 

 

もしかすると、もうすぐもんちゃんがちょうになって出てくるので

はないかと思われました。 

   はねのもようのよう

に見えませんか。 

 目のように   

見えませんか。 

 



 そして、いよいよ、もんちゃんが成虫
せいちゅう

になるときがきました。 

６月６日のあさ、もんちゃんは、さなぎから成虫(ちょう)へ、大へ

んしんしました。ちょうになったもんちゃんは、はじめじっとして、は

ねをかわかしていました。 

 

           

 

 

 

 

 



(はねのもよう)         (かおのようす)         (さなぎのぬけがら) 

 

 

 

 

もんちゃんは、ちょうになったの

で、えさは、花のみつです。そこで、

花を入れてあげました。本にうすい

さとう水をのむと書いてあったの

で、カップにさとう水を作って入れ

てあげました。休むためにとまる木も入れました。   もんちゃんは、ここ

にとまっているよ。 



６月８日に、もんちゃんは、みんなにみおくられて、元気よく大

空に羽ばたいていきました。 

 

 

                

 

 

 

 

 

 



  

 もし、どこかでもんしろちょうを見かけたら、それは、もんちゃん

かもしれませんね。もんちゃん物語は、これでおしまいです。 

どんなに小さな小さないのちでも、みんないっしょけんめいに生

きていることがつたわりましたか。もんちゃんは、わたしたちに、い

のちのすばらしさとすごさを教えてくれました。 

もんちゃんありがとう。これからもがんばれ、もんちゃん！ 
 


